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中学校英語科「主体的に学習に取り組む態度」の見取りと評価
―パフォーマンス課題を核にした「振り返り」の実践から―

増見　敦

１．はじめに
　高等学校では昨年度（2022 年度）より新学習指導
要領が実施され，観点別学習状況の評価（観点別評
価）が導入されました．大学入試改革，新科目「論
理・表現」，そしてコロナ等々の対応に加え，慣れ
ない観点別評価の実施に，「もう勘弁して！」とい
う思いが募る先生も多いのではないでしょうか．
　現在，私は勤務校の中等教育学校で，中学担当３
年目を迎えます．中学を担当する前の 28年間は（前
任の高校勤務を含め）ずっと高校を担当していまし
た．観点別評価は小・中学校で既に導入されて久し
いものですが，私が初めて中学を担当することが決
まった際，「カンテンベツの世界」に入ることに大
きな不安を覚えました．しかしその後，３観点評価
の取り組みで試行錯誤を繰り返す中，自身の授業実
践を整理し，授業者として生徒を見る（理解する）た
めの新たな視点や仕掛けが得られつつあるように感
じています．
　本稿では，３観点の中でも，個人的にその捉えの
難しさを感じている「主体的に学習に取り組む態
度」の観点に話題を絞り，中学での実践をご報告し
ます．中学での取り組みを高校の先生方に触れてい
ただき，高校での実践を考えていただくきっかけに
なれば幸いです．

２．教師に求められていること
　「主体的に学習に取り組む態度」の評価について，
「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する
参考資料（中学校外国語）」（国立教育政策研究所，
2020）では，「基本的には『思考・判断・表現』と一
体的に評価する」（p. 80）とし， その評価規準は
「『思考・判断・表現』の評価規準と対の形」（同，
p. 79）で，「思考・判断・表現」では「～している」，
「主体的に学習に取り組む態度」では「～しようと
している」という語尾になっています．

　具体的な評価の進め方について， 高等学校の
「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する
参考資料（高等学校外国語）」（国立教育政策研究所，
2021）では，「『思考・判断・表現』の評価と一体的
にパフォーマンステスト等で行う評価」（p. 85）と，
「生徒が自己の学習を調整しようとする状況（自己調
整）の観察に基づく評価」（同，p. 88）の２つの方法
が示され，「年間を通して」（同，p. 85），各生徒の
「粘り強い取り組みを行おうとする側面」と「自ら
の学習を調整しようとする側面」の２つの観点から
評価することを求めています．つまり評価を行う前
提として，それぞれの生徒の「（粘り強く）～しよう
としている」姿を適切に見取る必要が私たち教師に
求められている，ということになります．
　しかし，「（私の）授業中では生徒は○○すべきだ」
といった教師の持つ授業の考え方や信念（指導観）は
人それぞれで，ある生徒の「～しようとしている」
姿の見取りは，教師によって変わったりしないだろ
うか，と考えてしまいます．「主体的に学習に取り
組む態度」の評価に関する理念や原則を理解できた
としても，その評価の難しさに悩みを抱く先生方は
少なからずおられるのではないでしょうか．

３．経験を中心にした「振り返り」に着目
　「主体的に学習に取り組む態度」の具体的な評価
方法に関して，国立教育政策研究所（2019）等で「ノ
ートやレポート等における記述」，「授業中の発言」，
「教師による行動観察」，「児童生徒による自己評価
や相互評価」等，様々な方法が紹介されています．
中でも私は，①生徒が自身の学習状況を把握し分析
ができること，②教師が生徒全員に関する情報を得
ることができること，そして③生徒も教師も普段の
授業で活用できること，の３条件を満たすと考えら
れる「振り返り」に着目し，現在まで実践を続けて
きました．
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　振り返り・リフレクションの進め方については，
数多くのモデルが提案されています．いずれも経験
を中心とした継続的な循環モデルであるという特徴
を持ち，例えば玉井（2019）は「経験を問いをもって
捉え」，記述し，分析し，「問題解決のためのアクシ
ョンに代わって『理解』を目指すモデル」（p. 58）を
提案しています．経験の記述が重視され，それぞれ
の段階を丁寧に進めていくことが求められます．

４．実践
　ここから具体的な実践をご紹介します．中学校新
学習指導要領の全面実施を迎えた 2021 年４月から
の取り組みで，私の担当学年（2021 年度入学生）の
生徒数は 125名（３クラス），週４時間の授業です．

４�．１ 実践方法①「パフォーマンス課題を核にした
振り返りのカリキュラム化」
　国立教育政策研究所（2020）では，「自己調整」を
図ることができるようにするための指導として，各
単元の「学習開始時点」，「学習の途中段階」，「学習
の終了及び学期末」の３つの時点の振り返りを提案
しています（p. 81）．これに対して亘理（2020）は「具
体的なコミュニケーション活動・パフォーマンス課
題との対応で目標立案や振り返りを行う」必要性を
指摘しています（p. 31）．
　これらの指摘を参考に，中学校新課程の開始に先
立ち，「主体的に学習に取り組む態度」の見取りと
評価を目的に，振り返りをカリキュラムに組込みま
した（図１）．

図１　各単元「振り返り」カリキュラムのイメージ

　単元毎にパフォーマンス課題を設定し（4．2参照），
単元最初の授業でその単元の最後に行われるパフォ
ーマンス課題を生徒に示した後，すぐにその場で全
く同じ課題，あるいは同様の課題に取り組ませます．
これは，単元最初にすぐには達成できない（少し難
しい課題）を与え，「思っていたよりできた／できな

かった」という経験を経ることで，生徒個人のゴー
ルができるのではと考えるためです．
　その後，単元開始時（A），途中（B），終了時（C）
の３時点で「大きな振り返り」が，各授業で「小さ
な振り返り」が行われます（具体的な振り返りの進
め方は 4 .3を参照）．
　大きな振り返りとして，A・B・C 各時点で，
「大きな振り返り用シートの記入・回収」→「評価
＋教師コメント（直接的なコメントを付すこともあ
りますが，記述に線を引き注意を向けるなど，間接
的指導による自覚化を中心としています）」→
「PDF化して保存」→「原本返却・学級で共有」→
「振り返り専用ファイルに綴じさせポートフォリオ
化」を行います．文章表現が苦手な生徒には個別に
声をかけて一緒に振り返りをしたり，ペアやグルー
プで助け合いながら，振り返りの時間を確保するこ
ともあります．
　大きな振り返りを３回も行う理由については，（A）
単元開始時と（C）終了時の「二時点のみでは，目標
設定行為がたとえ『主体的』でも，求められる活
動・課題と関連性を持たない目標をはい回る可能
性」があり，（B）途中と（C）終了時の「二時点のみ
では，教師に与えられた観点で振り返るだけになり
かねず，『主体的に…取り組む』を満たさない」（亘
理，2020，p. 31）との指摘に基づいています．
　一方，各授業の小さな振り返りに関しては，個人
内評価（個人の中でどう変わっているかの見取り）に
用いるため，小さな振り返り用シートの記入時に机
間巡視で確認，単元終了後にシートを回収し，PDF
化した上で返却します．
　このように，生徒のパフォーマンスと，そこに至
るまでの振り返りの姿を見取りながら「主体的に学
習に取り組む態度」の形成的な評価の資料とします．

４．２ 実践方法②「パフォーマンス課題の設定」
　「『思考・判断・表現』の評価と一体的にパフォー
マンステスト等で行う評価」について，本実践では
教科書の各レッスンで扱われている言語材料や題材，
あるいはコミュニケーション能力の育成を目的とし
た帯活動で扱う内容に対応したパフォーマンス課題
を設定しています（表１）．
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表 1　パフォーマンス課題一覧（2021年～ 2022年）
〔2021年度中学１年生〕
Lesson 1 先生への 30秒

英語自己紹介
Lesson 2 先生からの質

問への応答
Lesson 3 Show & Tell

「30 秒私の町
紹介」 ＋質問
への応答

Lesson 4 教室の前で 30
秒他己紹介＋
先生から質問
への応答

Lesson 5 教師が述べた
ことに関連し
た質問をその
場で行う

Lesson 6 実際にイギリ
スの中学生へ
日本紹介文あ
るいは学校紹
介文を書く

Lesson 7 ALTの先生と
１分間チャッ
ト

Lesson 8 ALTの先生に
１分間で多く
の動物を英語
で説明

〔2022年度中学２年生〕
Lesson 1 ALT の先生におす

すめの本の紹介（50
秒）＋先生からの質
問への応答

Lesson 2 「10年後の私」スピ
ーチ＋友達のスピ
ーチへの感想

Lesson 3 身の回りの問題説
明＋解決プロジェ
クト紹介

Lesson 4 リテリング＋絵の
人物へ何をしてあ
げたいかを説明＋
学校行事の思い出

Lesson 5 実際にイギリスの
中学生へ自分の住
んでいる町を他の
町と比較して紹介

Lesson 6 中国以外の国や地
域で飲まれている
お茶について班で
調べたものをクラ
スに口頭発表する
（グループ発表）

Lesson 7 ・ALT の先生と１
分間チャット

 ・日本の伝統（舞台）
芸術について班で
調べたものをクラ
スに口頭発表する
（グループ発表）

　瀧沢（2021）は，「思考・判断・表現」と「主体的
に学習に取り組む態度」の一体的評価に関し，「主
体的に学習に取り組む態度」の評価規準作成のポイ
ントとして「外国語の背景にある文化に対する理解
を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮し
ながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーショ
ンを図ろうとしている状況を評価する」（国立教育
政策研究所，2020，p. 30）とあることから，「『主体
的に学習に取り組む態度』は，その観点には独自の
目的があると考え，別物として評価するのがよい」
（p. 38）と述べています．
　例えば中学２年生２月に実施した「話すこと（発
表）」のパフォーマンステスト「日本の伝統（舞台）
芸術について班で調べたものをクラスに口頭発表す
る」では，「主体的に学習に取り組む態度」の評価
項目として，①資料を適切に提示している，②聞き

手を理解し，確認しながら行っている，③適切な声
量で発表している，④アイコンタクトがとれている，
の４項目を設定し，４個に〇で a，2～３個に〇で
b，１個以下で c として評価を行いました（同，p. 
73を参考）．

４．３ 実践方法③「振り返りシートと振り返り評価」
　「生徒が自己の学習を調整しようとする状況（自己
調整）の観察に基づく評価」では，生徒の学びの足
跡を残す工夫が必要となります．その方法の１つが
振り返りシートです．

４．３．１ 振り返りシート
　３節で紹介した玉井（2019）のリフレクションモデ
ルを参考に，大きな振り返りでは経験の「記述」・
「分析」，そして「見通し」を柱に，小さな振り返り
では「分析」に焦点を当てたシートを作成しました．
　一般的な振り返りの視点として，中学校学習指導
要領（外国語編）では「言語面・内容面で自ら学習の
まとめと振り返りを行う」（p. 13）と示されています
が，本実践では，生徒自身の学習経験の捉えを目的
とするため，言語面・内容面の２点に固定せず，生
徒自身の視点から振り返りを促すようにしています．

⑴ 大きな振り返り用シート
　図２から図４は実際に使用しているシートです．

 Ｂファイル  

Lesson 1-1 Reflection 
Date                              

2-(    ) No.(     ) Name (                      ) 

今日の授業で「「自自己己紹紹介介＋＋おおすすすすめめ本本紹紹介介」」ををししたたここととについて 

1. 録音を聞き、下のWord Counterを使って今日の語数を書きなさい 

【Word Counter】 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 
41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 
61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 
81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 

100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 
121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 

今日の語数（    ）words 
2. 「やってみて気になった瞬間，気になったことは?」「その時のあなたの気持ち」（例: 思っていたよりで

きなかった／できた，悔しかった，以前よりできた，楽しかった，辛かった，等）と「なぜそのような気持ちを

持ったと思うか」についてできるだけ詳しく教えてください。 

 

 

 

 

3. 実際にやってみて，あなたにとって今足りないことがあるとしたらそれは何ですか？  

 

 

 

 

4. 今回の課題は Lesson 1の最後にできてほしいことの１つです。Lesson 1（10回程度）の間に「やるべき

こと」を 3つ程度決め、下の表に書いてください。 

       

【最もやるべきこと】

図 2　単元開始時用
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 Ｂファイル  

Lesson 1-2 Goal Setting 
2-(    ) No.(     ) Name (                      ) 

【ねらい】 

① Lesson 1パフォーマンステスト（実施日 月 日）と評価観点を確認できる。 

② ①に向け、今後の取組について見通すことができる。 

 

①【パフォーマンス課題】スピーキングテスト（1分間） 

  AALLTTのの先先生生にに自自己己紹紹介介・・おおすすすすめめのの本本のの紹紹介介((5500秒秒))＋＋先先生生かかららのの質質問問へへのの応応答答((11文文＋＋αα))  

（先生の前で 1人ずつ実施） 

②【評価の観点】25点満点 

観点 評価基準 得点 

(1) 流 暢
りゅうちょう

さ 

※「wpm＝単語

数÷50×60」

に換算 

WPM 60 以上 ７ 

WPM 50-59 ５ 

WPM 40-49 ３ 

WPM 30-39 1 

WPM 0-29 0 

(2) 内容 

自己紹介が端的で上手く、おすすめの本について印象に残るまとまりある紹介である。 7 

おすすめの本についてまとまりのある紹介である。 5 

おすすめ本についてまとまりのない伝わりにくい紹介である。 2 

伝わらない内容である。 0 

(3) 正確さ 

学習した「文の仕組み（文法・接続詞 when, because 等）」の使い方が適切である。 4 

文法にいくつか間違いがあったが，言いたいことは理解できた。 2 

語彙の選択や文法にたくさんの間違いがあった。 1 

(4) 態度 

アイコンタクトができ，大きな声ではっきりと話せた。 3 

時々アイコンタクトができ，聞こえる程度の声であった。 2 

アイコンタクトがとれない，ふるいは聞こえにくい声であった。 1 

(5) 応答 

「質問への答え:1 文」+「補足情報 1 文」の合計 2 文を正しい英文で答えている。 4 

どちらかの文に誤りがあるが、コミュニケーションに支障がない。 3 

2 文ともに誤りがあるが、コミュニケーションに支障がない。 1 

質問の答えとして適切ではない、または全く意味が通じない。 0 

 

③【順番】これまで同様廊下で実施。スムーズに進めるために次の人は教室前の扉の前で待っておく。 

             出席番号 15→ 42(41) → 1→ 14 

  

1. 今、気になることは何ですか? 今、どのような気持ちですか（例: なんとかできそう／難しそう／やば

い，等）。素直な気持ちを教えて下さい。 

 

 

 

 

2. Bファイルを開けて、前前回回書書いいたた「「青青」」シシーートト、、MMyy  GGrraapphh を見ましょう。 

「青」シートで書いた「やるべきこと」と、MMyy  GGrraapphh を見て、自分の勉強の評価と検証をしてください。 

取組の評価（どれかに○をつけよう） 検証 

（  ）十分できている ・取組がうまくできているのは何でしょうか 

（  ）ある程度できている ・取組でまだできていない部分は何でしょうか 

（  ）あまりできていない ・取組の何が悪いのか、取組をどう変えると更に良くなると思いますか 

（  ）全くできていない ・取組の何が悪いのか、取組をどう変えると良くなると思いますか 

↓↓  ↓↓  ↓↓  

検証の記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 単元後半の「大きな目標」を再設定し、「実際に取組むこと」について、表を埋めながらまとめよう。 

 

     

【上の図の説明】 

 

 

 

 

 

テストでは、 

「 

     」 

にチャレンジする／を心がける。 

実実際際にに取取組組むむこことと  

大大ききなな目目標標  

図 3　単元途中用（両面印刷）

Lesson 1-3 Reflection 
   2-(    ) No.(     ) Name (                      ) 

テスト【ALT の先生に自己紹介・おすすめの本の紹介(50 秒)＋先生からの質問への応答(1 文＋α)】を終えて  

1. 「テストを終えた今，あなたの気持ちは?」「気になったことは?」と「なぜそのような気持ちを持った

か」について素直にできるだけ詳しく教えてください。 

 

 

 

2. Bファイルを開けて、前前回回書書いいたた「「緑緑」」シシーートト、、MMyy  GGrraapphh を見ましょう。 

「緑」シートで書いた「大きな目標」と、MMyy  GGrraapphh を見て、自分の勉強の評価と検証をしてください。 

目標達成評価（○をつけよう） 検証内容 

（  ）十分達成できた ・取組の何が良かったのでしょうか 

（  ）ある程度達成できた ・取組の何が良かったのでしょうか、あと一歩の部分は何でしょうか 

（  ）あまり達成できなかった 
・取組の何が悪かったのか、取組をどう変えておけば目標をさらに達成でき

たと思いますか 

（  ）全く達成できなかった 
・取組の何が悪かったのか、どう工夫しておけば少しでも目標を達成できた

と思いますか 

↓↓  ↓↓  ↓↓  

検証の記述 

 

 

 

 

 

 

3. テストを終えた今、「自分の英語力の中で伸ばす上で次の自分の課題と感じていること」、そして「今後の具

体的対策」について、以下の表を埋めながら詳しく教えてください。  

 
自自分分のの英英語語力力をを伸伸ばばすす上上でで次次のの自自分分のの課課題題とと感感じじたた（（感感じじてていいるる））こことと  

今今後後のの具具体体的的対対策策  

ＢＢフファァイイルル  

図 4　単元終了時用

　単元開始時用シート（図２）では，①初めてパフォ
ーマンス課題に挑戦した今の気持ちの「記述」，②
今の自分の課題の「分析」，③この単元での学習の
「見通しの設定」が課されます．

　単元途中用シート（図３）では，はじめにパフォー
マンステスト評価観点とルーブリックが示され，口
頭で A・B 基準のベンチマークを共有します．そ
の後，①評価観点を知った今の気持ちの「記述」，
②現在までの自分の勉強の評価と検証（「分析」），③
単元後半の学習への「見通しの設定」が課されます．
　そして単元終了時用シート（図４）では，①パフォ
ーマンステストを終えた今の気持ちの「記述」，②
これまでの勉強の評価と検証（「分析」），③今の課題
と今後の学習の「見通しの設定」が課されます．
　教師はこれらのシートを見比べることで，単元開
始時・途中・終了時のそれぞれ独立した振り返りの
良し悪しではなく，単元のまとまりの中で，学びに
対する生徒の意識の変容に注目できます．

⑵ 小さな振り返り用シート
　個人内評価の視点を採り入れたもので，毎回の授
業で使用します．授業で示された「パフォーマンス
課題達成レベル 100」に対して，今日時点でのコメ
ントと達成度のグラフ化を課しています（図５）．教
師は各生徒の学びのプロセスや意識の変容を，視覚
的かつ簡易に見取ることができ，学習支援のタイミ
ングを得ることができます．なお，このシートを使
った実践から，自己意識の変容（達成度の高まりや
停滞など）と英語力の伸びとの関係性が比較的高い
傾向を示すことを確認しています（増見，2022）．

L2 Performance : Pronunciation Seminar & Speech Session  

2-(  ) #(   ) Name(                        )  

このカードは単元終了後に提出 

【Reflection】 
 発音／スピーチ Good Points → できたこと・できるようになってきたこと 

   Weak Points → 良くなかった点、改善すべき点 

 

 Date Good Points Weak Points   Date Good Points Weak Points 

DAY1 / 
   

DAY6 /  
 

DAY2 / 
   

DAY7 /  
 

DAY3 / 
   

DAY8 /  
 

DAY4 / 
   

DAY9 /  
 

DAY5 / 
   

DAY10 /  
 

 

【Self-Check Graph】 
「パフォーマンステスト（スピーチ「10年後の私」(1分)＋「英文発音」＋「友達のスピーチへの感想」）満点レベル(100)」まで、今どの

あたりですか（縦軸 : 達成度）。●をつけよう。 

100 ! 
                    

                    

80 
                    

                    

60 
                    

                    

40 
                    

                    

20 
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 DAY1 DAY2 DAY3 DAY4 DAY5 DAY6 DAY7 DAY8 DAY9 DAY10 

 

図 5　小さな振り返り用シート

　これら各シートの違いが一目で分かるように，単
元開始時用は青色，途中用は緑色，終了時用は桃色，
そして小さな振り返り用は黄色と，異なる色の用紙
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（A4版）に印刷しています．

⑶ 生徒に素直な気持ちを記述してもらうために
　生徒の学びを見取る上では，生徒が自分の学びと
どう向き合っているかが見えなければならず，それ
ぞれの生徒の声の言語化が欠かせません．振り返り
の記述は「主体的体験を相対化」（玉井， 2019，
p. 59）する大事なステップで，生徒達に素直な気持
ちをいかに記述してもらうかは大きな課題です．
　生徒の声の出し方については「教師の定めた項目
ごとにチェックを行う方法」や「はい／いいえ」等
の問いかけだけでは不十分だと考えます．具体的な
「その瞬間の学びに関する問いかけ」をテーマに，
上記振り返りシートの開発を試みてきました．
　また単に「レポートを書きなさい」と伝えるより，
例えば「自分の好きなしゃべり方（話し言葉）で OK．
かしこまった日本語でなくていいですよ」，「失敗し
てばっかりで面白くなかった，とネガティブなこと
を書いても私（＝先生）の勉強になるからいいよ」な
どと，生徒達に伝えるようにしています．「自分の
言葉でどうぞ」というのは大切かと思います．

４．３．２ 振り返りの見取りと評価
　表２は，大きな振り返りの内容から評価の視点を
定めた上で，「主体的に学習に取り組む態度」の２
つの評価観点と関連付けたものです．そして表３は，
表２に基づいて設定した振り返り評価基準です．

表２　 振り返り評価の視点と「主体的に学習に取
り組む態度」の関係

振り返り評価の視点 主体的に学習に取り組む態度
目標に向けた行動を継続的
に行いつつ，学びの経験や
問いを自覚的に捉え，記述
しようとしている

粘り強い取り組みを行おう
とする側面

目標に向けた行動の分析に
基づき，新たな目標を立案
し，次に取るべき行動を考
えようとしている

自らの学習を調整しようと
する側面

表３　振り返り評価基準

評
　
価

粘り強い取り組みを行お
うとする側面

自らの学習を調整しよう
とする側面

①「目標に向けた継続的
な行動」及び②「学びの
経験や問いを自覚的に捉
える姿」について

③「目標に向けた行動の
分析」及び④「新たな目
標・今後の具体的行動の
立案」について

a ①・②ともに十分に見取
ることができる

③・④ともに十分に見取
ることができる

b ①あるいは②を見取るこ
とができる

③・④ともに見取ること
ができる

c ①・②ともに見取ること
ができない

③あるいは④を見取るこ
とができない

　単元開始・途中・終了時の大きな振り返りでは，
２つの観点について，それぞれ a から c の評価を
行います．その後２つの評価を合算し（A・B・C
の振り返り評価の決定）（表４），「主体的に学習に取
り組む態度」の評価材料の１つとします．なお，合
算では国立教育政策研究所（2019）の「『主体的に学
習に取り組む態度』の評価のイメージ」（p. 9）を参
考にしています（図６）．

表４　振り返り評価の決定
粘り強さ 学習調整 振り返り評価
a a A評価
a b B評価
a c C評価
b a A評価
b b B評価
b c C評価
c a C評価
c b C評価
c c C評価

図６　「主体的に学習に取り組む態度」評価イメージ

５．実践を経て
５．１ 生徒達の多彩な振り返り
　２年間の取り組みを経て，言語面・内容面に関す
る記述以外にも「その場での英語対応力が足りな
い」，「学習の計画性（に課題）」，「緊張や恥ずかしさ
をなくしたい」，「次は〇〇の（勉強）方法をやってみ
ようと思う」といった，学びへの向き合い方に関す
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る様々な視点が生徒の中に現れてきました（増見，
2021）．生徒達の多彩な振り返りの視点は，個々の
生徒の「～しようとする」姿の見取りを行う上で，
私にとって貴重な材料となっています．また，生徒
の言葉は，授業者の私のリフレクションも強く促し，
「○○だったんだ，気づかなかった…」とか「□□
した方がいいだろうか…」などと，私自身の授業実
践をより深く捉え直すきっかけを与えてくれています．
　振り返りシートの蓄積は，生徒も保護者も納得で
きるような，評価のエビデンスになると思います．
実際，生徒学習相談や保護者懇談の場で PDF 化し
たシートを活用することもあります．

５�．２ 教師として「主体的に学習に取り組む態度」
の見取りに大切なこと
　２節で，「ある生徒の『～しようとしている』姿
の見取りは，教師によって変わったりしないだろう
か」と述べました．私は「～しようとしている」姿
の見取りに際し，「この生徒に対して今こう思うけ
ど，他の理解はないだろうか？」と，自身の指導観
の妥当性を問い続ける姿勢が大切だと思っています．
自身の授業実践が，普段意識していない部分からい
かに生み出されているかを問う姿勢です．実際，指
導観を問い続けることは，とても苦しいものである
ことは，私自身痛感しています．しかし生徒に向き
合う上で忘れてはいけないことだと肝に銘じるよう
にしています．

５．３ 課題
　これらの取り組みは，どうしても時間的な負担が
避けられません．私の場合，シートの確認に１人に
つき少なくとも 30秒位（１クラス 20分位）かかりま
す．しかし「主体的に学習に取り組む態度」の見取
りと評価を丁寧に行うのであれば，生徒個々の学び
のプロセスを理解する時間がどうしても必要です．
「～しようとしている」姿の見取りに，普段の授業
で時間をかけず，さっと迷わずチェックできるよう
な妥当性・信頼性の高い方法を求めるのは難題だと
感じています．

６．さいごに
　高校では観点別評価２年目を迎えました．観点別
のテスト作成，普段の生徒達の様子の記録化など，

今までになかったことを「やらされる」のも確かで，
「他に忙しいことも多いのにやってられない！」と
思うのも自然だと思います．
　しかし（私がそうであったように）「カンテンベツ
の世界」に不安な中，「知識・技能を問うためには
どんな問題がいいか」，「パフォーマンステストで思
考・判断・表現を問うにはどんな課題を設定したら
いいか」，そして「生徒の主体性をどう見取ったら
いいか」と，あれこれ考えを巡らしながら実践を続
けることで新たな空気を感じることは確かです．小
学校，中学校と観点別の世界に慣れた生徒達は，授
業やテストのねらいが明確に定まると，先生を応援
し，一緒にいい授業を創ってくれると思います．
　今後，中学と高校の連携が更に深められるよう，
本稿がその一助となれば幸いです．
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